
2021年６月29日 

各 位 

会 社 名 ウ シ オ 電 機 株 式 会 社              

代 表 者 名 代表取締役社長 内藤 宏治 

（コード番号 ６９２５  東 証 第 一 部） 

問 合 せ 先 経理財務部長  瀧澤 秀明 

（ T E L . 0 3 － 5 6 5 7 － 1 0 0 0 ）

業績予想の修正に関するお知らせ 

2021年５月11日に公表しておりました2022年３月期の連結業績予想を下記の通り修正いたしましたので、

お知らせいたします。 

記 

１．2022年３月期通期連結業績予想数値の修正（2021年４月１日～2022年３月31日） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１株当たり

当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 135,000 5,000 6,000 4,000 33.17

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 150,000 9,000 10,500 8,000 66.35

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 15,000 4,000 4,500 4,000 -

増 減 率 （ ％ ） 11.1 80.0 75.0 100.0 -

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期 ） 
118,558 764 3,407 △687 △5.70

２．修正の理由 

シネマ市場において、各国での新型コロナウイルスのワクチン接種等が進んでいることにより映画館の営

業制限解除が想定以上に進み、特に欧米市場において営業再開や稼働率の回復が早まっていく兆しがみえたた

め、シネマ用ランプの販売が増加する見通しとなりました。また、モバイルやモニター向けなど、巣ごもり需

要が当初の想定より継続し、液晶パネル需要の好調が続いていることや、半導体業界が需要増加への対応とし

て供給不足の解消を急ぐ動きが想定以上に高まっていることから、フラットパネルディスプレイ市場や半導体

市場でのリプレイスランプ需要が想定を大きく上回る水準で推移し、販売が増加する見通しとなりました。こ

れらの結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益を上方修正しました。 

なお、第２四半期以降の為替レートは、１０５円/米ドル、１２５円/ユーロを前提としております。 

※上記の業績予想数値は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要

因により大きく異なる可能性があります。 

以上 


